
 

取り組むべき方向性

　ここ数年来、新型インフルエンザ、エボラ出血熱などの新興感染症および結核、デング
熱等の再興感染症の脅威が高まっており、感染症対策のさらなる強化が求められていま
す。これらの感染症の発生時には、状況に応じた区民への感染予防策の普及や適切な情報
提供を行うとともに、国や都、関係機関と協力・連携を図りながら防疫対策等を進めてい
きます。

　特に、新型インフルエンザをはじめとする感染症が大流行すると、健康被害の拡大や社
会機能・経済活動の混乱、医療提供機能の低下などの事態を引き起こすことが懸念されて
います。

　こうした事態に備えて本区においても平成24（2012）年5 月に公布された「新型イン
フルエンザ等対策特別措置法」に基づく行動計画を策定しています。今後も発生時の被害
を最小限に抑えるための体制強化を図り区民の命と健康を守る対策を推進していきます。

主な取組名 実施状況と成果

４ 保健医療(健康)分野 　③　健康危機管理対策を推進します

目指す
10年後(2025年)

の姿

●区民が感染症や食中毒等に対する正しい知識をもち、予防に取り組むことができていま
す。また、感染症や食中毒等の発生時に、感染や被害の拡大を最小限に抑え、区民の命と
健康を守る体制が整っています。

施策名 　③－１　感染症対策の推進 健康推進課
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（前回計画の評価シート） 

 

 

施策の評価   ※施策ごとに評価 

 方向性③ 健康危機管理対策を推進します   施策１  感染症対策の推進 

(計画書４５頁） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

推進委員会委員の意見等

達成状況の評価 順調　・　概ね順調　・　あまり順調でない　・　順調でない

今後の課題

上記内容を裏付ける実績
値の推移や実態調査の経
年比較の図表項目

事業課による点検・評価（一次評価）

推進委員会による点検・評価（二次評価）
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